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我々は、すばる望遠鏡の中間赤外線観測装置COMICSおよびGemini南望遠鏡の中間赤外観測装置T-ReCSを
用いて、2007年にさそり座に発見された近傍の新星の 5年間に及ぶ継続観測を行ってきた。V1280Scoは発見後
23日時点でダスト形成が報告された新星で、我々は新星周囲のダストの性質とその時間進化を探る目的で、発見
後 150日 (2007年 7月 7日)、1272日 (2010年 8月 1日)、1616日 (2011年 7月 10日)、および 1947日目 (2012
年 6月 5日)に、V1280Scoの中間赤外線撮像画像に加えて、近中間赤外線波長域のスペクトルエネルギー分布
(SED)及びNバンド分光データを取得することに成功した。2012年春季年会の発表では、(1)150日目の SEDは、
主としてアモルファスカーボン粒子による feature-lessな連続光成分に支配されたダスト放射で再現されること、
(2)1272日目および 1616日目の SEDでは、アモルファスカーボン粒子による連続光成分に加えて、150日目では
見られなかったアモルファスシリケイトの放射が見られるようになった事、を中心に報告した。今回、光度曲線
から報告される新星爆発後の質量放出の歴史と放出物質の性質、V1280Scoの白色矮星質量から推測される光度
と表面温度の時間進化、さらに我々の観測から制限されるダストの分布位置を考慮して、各観測時期におけるダ
ストのエネルギー収支をより詳細に調査し、ダスト放射モデル解析を行った。これによって、爆発後５年間に及
ぶ時間スケールでの、新星爆発を起源とするダスト粒子の性質とその形成史の理解、さらに、星周ダストの初期
の質量進化やサイズ進化に対する解釈を得た。本発表では、これらの結果を紹介する。


